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gaadaumsb kdabab sand qab badasb sand daadaumsb padaumsb kb
グアアダウム国は固い領土の国で地震で様々に成長した。
国土はダアアダウム国やプアダウム国として維持された。

dafdar adar aakqb aadafaab baair nadas bada aab qaab aaqaid
豊かな農地は幾らかは農地だが、大船の地域(海岸)は除外されて、
場所に応じて出入りはなく悪いだけで少ない幾らかの手入れだった。

nadafaab nadafbab aattkttk battar k aaaid sand aaaid  sad
いつもの事ではないが豊かでない領土は幾らかの契約が次々とできて、
多くはない土地となった。後に幾らかの手入れをした国土は手入れで固まった。

saaqab badafab bfaatb fadar k aaad aaand nadafaaaid
幾らかの地震で悪い遠くの人が新しい遠くの農地とした。後に
所有地として納まったが、長期の手入れはしなかった。

nadafaatand saaaid faaid sand sand faaid nadafand
永くはないが幾らかの手入れは辛い手入れの国土であった。
国土の辛い手入れは長老ではなかった。

daqaum aadafand sair dafanr dafda kb
自立希望の幾らかの長老。 輝きは豊かな蓄えでしっかりした地域。

１０年ほど前、このページを翻訳した時には sand は「土」と訳し、
土の手入れかと思ったのですが、その後「国土」と訳し国土の手入れだろう
と考えました。


